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重点⽬標Ⅱ 男⼥の⼈権が尊重され安⼼して暮らせる社会づくり 

施策の⽅向 1 性別に起因するあらゆる形態の暴⼒の根絶 

配偶者等からの暴力やストーカー行為、セクシュアル・ハラスメント、性犯罪等、性別に起因する

暴力は、基本的人権を侵害する行為であり、それらの被害者の多くは女性です。 

市民意識調査の結果によると配偶者、交際相手等から身体的な暴力を受けたことがある人は女性

の約５人に１人となっています。 

このような暴力の背景には、男女の社会的地位や経済力の格差、性別に起因する偏見・差別の 

意識等、男女が置かれてきた社会的・構造的な問題があり、その根絶を図ることは、男女共同参画

社会を形成していく上での喫緊の課題です。 

そのため、暴力の背景や構造について正しい理解を広めるための啓発活動を実施し、暴力を 

許さない意識の醸成を図る取組を進めるとともに、関係機関とも連携し、被害者の救済、自立を 

支援します。 

 

交際相手又は配偶者に暴力や嫌がらせを受けた経験（全体・性別） 

 
（平成 29 年鹿屋市男女共同参画に関する市民意識調査） 
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暴力や嫌がらせ等についての相談状況（全体） 

（平成 29 年鹿屋市男女共同参画に関する市民意識調査） 

 

男女間における暴力をなくすために必要なこと 

（平成 29 年鹿屋市男女共同参画に関する市民意識調査） 

24.7%

22.8%

5.1%

2.8%

1.9%

1.4%

1.4%

0.5%

0.5%

48.4%

12.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

友人や知人に相談した

家族や親戚に相談した

警察に連絡又は相談した

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

学校関係者（教師、スクールカウンセラーなど）に相談した

市の機関(配偶者暴力相談支援センターや

福祉事務所、保健相談センターなど)に相談した

民間の専門家(弁護士やカウンセラーなど)に相談した

県の機関(男女共同参画センターや

女性相談センターなど)に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

49.0%

51.0%

47.2%

41.1%

36.8%

30.1%

29.7%

21.8%

10.6%

1.4%

3.4%

5.4%

4.7%

48.4%

42.3%

42.8%

40.1%

32.7%

28.7%

25.4%

25.2%

12.3%

2.3%

5.0%

6.8%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす

家庭で保護者が子どもに対し、

男女一人ひとりの人権尊重や暴力防止のための教育を行う

学校で児童・生徒等に対し、

性別に由来する人権問題や暴力防止のための教育を行う

被害者の早期発見・支援のため、

警察や医療機関、支援団体、行政が緊密に連携する

加害者への罰則強化や

二度と繰り返さないための教育など対策を進める

職場などで、人権問題やハラスメントに

関する研修会等を行う

暴力を助長するおそれのある情報

（雑誌、インターネット、ゲームソフトなど）を規制する

被害を受け、悩んでいる人への

情報提供など、広報・啓発活動を行う

地域(町内会、ＰＴＡ等)で、

人権問題や暴力防止のための研修会等を行う

その他

特にない

わからない

無回答

女 性

男 性
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DV に関する相談状況 

 
（鹿屋市） 

 

具体的施策 施策の内容 

暴力の防止と根絶に向けた

教育・啓発の推進 

性別に起因する暴力は、重大な人権侵害であり、決して許され

ないものであるという認識を広く浸透させるための教育、啓発に

取り組みます。 

若年層からの予防啓発の 

推進 

児童・生徒等若年層から「個人の尊厳を傷つける暴力は許さ

ない」という意識の浸透を図り、男女の人権が尊重される対等な

人間関係を学ぶ暴力の未然防止に向けた研修、啓発を行います。

被害者が安心して 

相談できる体制づくり 

被害者への適切・迅速な相談対応ができるよう相談員等の人材

を養成するとともに、暴力が個人的な問題としてとらえられ潜在

化する傾向を踏まえ、相談窓口の一層の周知を図る等被害者の

早期発見に向けた体制づくりに取り組みます。 

被害者の安全確保と自立の

支援 

個人情報の管理の徹底等、被害者の安全が確保できるよう体制

を整えるとともに、関係機関との連携により、経済的基盤、住居

の確保等、自立に向けた支援を行います。 

 

主
な
事
業 

◯配偶者等からの暴力の防止及び被害者の適切な保護に関する取組の推進 

◯学校における人権教育、男女平等教育の推進 

◯中学校、高等学校での人権・デートＤＶ防止研修の実施 

◯鹿屋市配偶者暴力相談支援センター等での相談対応 
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ＤＶ被害者を支援する連携・協力のしくみ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
保護命令 
・被害者への接近禁止命令

・子への接近禁止命令 

・親族等への接近禁止命令

・電話等禁止命令 

・退去命令 

発令 

保
護
命
令
申
立 

心のケア・医療支援 

○健康増進課 
（心の相談、各種健康診査・

予防接種） 
○医療機関 

就労支援・職業訓練 

○子育て支援課 
（母子家庭等自立支援給付金） 

○ハローワーク 

自 立 支 援 

地方裁判所 

相談 DV 被害者 

住居の確保（入所等手続） 

○子育て支援課 
（母子生活支援施設、 

婦人保護施設） 
○建築住宅課（市営住宅） 
○福祉政策課 
（障害者福祉施設） 
○高齢福祉課 
（高齢者福祉施設） 

福祉サービス 

○子育て支援課 
（母子寡婦福祉資金） 
○福祉政策課 
（生活保護、障がい者支援）
○高齢福祉課 
（高齢者支援） 

法律相談の支援・法的手続等支援 

○法テラス 
○弁護士会・弁護士 
○鹿児島地方裁判所鹿屋支部 

加害者 

経済的支援・行政手続支援 

○子育て支援課（ひとり親医療費助成・

児童扶養手当・児童手当受給手続）

○福祉政策課（生活保護） 

○市民課（住民基本台帳事務等における

情報保護措置、年金の特例免除手続）

○税務課（税関係情報保護） 

○健康保険課（国民健康保険に関する

手続） 

市民・支援関係機関 

民間支援団体 

民生委員・児童委員、人権擁護委員、
町内会長、医療機関、職場、学校等 

・母子生活支援施設 ・民間シェルター 

・婦人保護施設 

自立に向けた支援及び情報提供 

○子育て支援課（母子生活支援施設・婦人保護施設への入所手続） 
○ＤＶ対策庁内連絡会議の開催（各課の業務確認、ケース会議） 

子どもへの支援 

○学校教育課(就学援助、転校手続) 
○子育て支援課（保育園・学童保育・

ファミリーサポートセンター） 
○学校・幼稚園・保育所・児童養護

施設等 
○児童相談所 

鹿児島県 

配偶者暴力相談支援 
センター 
・女性相談センター 

・男女共同参画センター 

・大隅地域振興局 

  保健福祉環境部 

鹿屋市 

配偶者暴力相談

支援センター等

鹿屋警察署 地裁の請求

に 基 づ く

書面提出等

通報・相談 

一時保護 
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施策の⽅向 2 ⽣涯を通じた男⼥の健康への⽀援 

男女が互いの身体的特徴や性と生殖に関する事項について正しく理解し、相手に思いやりを持って

生活していくことは男女共同参画社会を形成する上で重要です。 

そのため、男女がそれぞれの性に関わる身体的特徴に理解を深め、心身の健康についての正しい

知識と情報を入手することにより、健康を享受できるよう支援することが重要であり、特に女性は

妊娠や出産、女性特有の更年期疾患を経験する可能性があるなど、生涯を通じて男女が異なる健康

上の問題に直面することに留意する必要があり、「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」（性と生殖

に関する健康と権利）に基づく十分な配慮が必要です。 

がん検診受診状況 

 
 （鹿屋市） 

 

歯科健康教育（歯っぴい教室）実施状況 

 

（鹿屋市） 

  

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

胃 が ん 検 診 3,832人 3,653人 3,594人 3,361人 3,253人

⼤ 腸 が ん 検 診 6,149人 6,074人 6,153人 6,116人 5,889人

肺 が ん 検 診 9,466人 8,037人 7,297人 7,183人 6,696人

⼦ 宮 が ん 検 診 4,921人 4,456人 5,180人 5,151人 5,381人

乳 が ん 検 診 4,221人 3,920人 4,873人 4,764人 5,095人

889

892

862

1,002

1,114

827

708

543

484

954

4,439

3,924

4,119

5,184

4,402

137

146

215

236

392

434

280

201

437

110

(6,726)

(5,950)

(5,940)

(7,343)

(6,972)

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

H25

H26

H27

H28

H29

保育園 幼稚園 小学校 中学校 その他 計（人）

（人）
（年）
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エイズ予防に関する講演会、学習会等の実施状況 

 

（鹿屋市） 

 

具体的施策 施策の内容 

生涯を通じた心身の 

健康支援 

全ての人が生涯を通じて、心身の健康を享受できる機会が確保

できるよう、男女の性差に配慮した相談対応や検診受診率の

向上・健康教育等に取り組みます。 

性を理解・尊重するための

教育・学習の推進 

全ての人がそれぞれの性に関する身体的特徴についての理解

を深め、自らの意志が尊重された上で、生涯にわたり健康な生活

を営むことができるよう教育・学習に取り組みます。 

安心して子どもを生み 

育てる環境づくりの推進 

妊娠・出産から産後、育児期にわたり、それぞれの段階に応じた

健康管理への支援を充実させ、安心して子どもを生み育てるため

の環境を整えます。 

 

主
な
事
業 

◯心の健康相談、体の健康相談、健康教育等の実施 

◯生涯スポーツの推進 

◯エイズ予防のための講演会、学習会の実施 

◯子育て世代支援センターでの事業の実施 

 

 

  

841 796

1,636
2,185 2,014

1,441
2,108 2,303 2,167 2,099

1,372 1,560 1,548
1,989

770
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6,341

4,883
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4,000
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4,000
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小学校 中学校 高校 合計

（年）

校種別（人） 合計（人）
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施策の⽅向 3 ⽣活上の困難を抱えやすい⼈々が安⼼して暮らせる 
環境の整備 

非正規雇用労働者やひとり親家庭等、生活上の困難を抱える人の増加が見られる中、女性は、 

出産・育児等により就業を中断する人や非正規雇用労働者が多いこと、賃金等の処遇に男女格差が

あること、配偶者等からの暴力やセクシュアル・ハラスメントの被害により社会生活に支障をきたす

ことなどで、男性に比べて貧困など生活上の困難に陥りやすくなっています。 

特に、高齢単身女性の貧困については、高齢期に達するまでの働き方や家族の持ち方等のライフ

スタイルの影響が大きく、様々な分野における男女の置かれた状況の違いが凝縮され固定化されて

現れることに留意した取組が必要です。 

一方、男性の単身世帯や父子世帯、介護中の男性の中には地域からの孤立化等の問題を抱えている

人も見られます。 

また、障がいがあること、日本で生活する外国人であることに加え、女性であることでさらに 

複合的に困難な状況に置かれている場合や、性的指向や性同一性障害を理由として困難な状況に 

置かれている場合が少なくありません。 

このように、生活上の困難を抱えやすい人々が、安心して暮らせるよう、男女共同参画の視点を

踏まえた環境の整備を進めます。 

高齢者介護について今後必要な対策 

（平成 29 年鹿屋市男女共同参画に関する市民意識調査）

53.2%

49.4%

35.5%

26.5%

28.3%

17.7%

20.7%

13.9%

3.2%

5.4%

0.9%

3.6%

2.7%

46.6%

49.4%

39.8%

25.4%

21.4%

20.4%

10.3%

15.1%

4.8%

3.8%

2.0%

4.8%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

デイサービスやショートステイ（施設への短期入所）

などの在宅介護を支援する介護サービスの充実

介護施設の増設・充実

介護保険制度の充実

介護サービスを利用することへの意識改革や理解

介護休暇制度の普及

地域でのネットワークづくり

男性の介護参加

介護予防策の充実

介護用品の改良

その他

特にない

わからない

無回答

女 性

男 性
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男女別・年齢階層別相対的貧困率（平成 22 年 全国） 

 
（男女共同参画白書平成 24 年版） 

困ったときに頼れる人がいない人の割合（全国） 

 

※対象は 60 才以上の男女 （平成 26 年版高齢社会白書） 
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外国人人口の推移（鹿屋市） 

 
（鹿屋市） 

 

具体的施策 施策の内容 

生活上の困難に直面する 

女性等への支援 

生活困窮状態や社会的孤立の状態にある女性等が、安心して

暮らし、自立した生活ができるよう支援を行います。 

高齢者、障がい者が安心 

して暮らすための支援 

高齢者や障がいのある人が、安心して暮らし、意欲や適性に

応じた社会参画・自立した生活ができるよう性差に配慮した支援

を行います。 

複合的に困難な状況に 

置かれている人々への 

対応・支援 

高齢者・障がい者・外国人等であることに加え女性であること

により、複合的な困難を抱えている人への支援を行います。また、

性的少数者であることによる偏見や差別をなくすための啓発を

進めるとともに、相談対応による支援を行います。 

 

主
な
事
業 

◯経済的な子育て支援 

◯高齢者や障がい者への生活支援 

◯多様な性のあり方についての理解促進と相談支援 

◯外国人に対する日常生活支援体制の構築 
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施策の⽅向 4 防災の分野における男⼥共同参画の推進 

平常時における固定的性別役割分担意識を反映して、災害後には、増大する家事、子育て、介護

等の家庭責任が女性に集中することや、被災者支援や避難所運営にあたり、男女で異なるニーズや

状況が配慮されず、被災者をさらに困難な状況に追い込む可能性が指摘されています。 

また、災害時には、地域社会の課題が一層顕著になって現れるため、平常時からあらゆる分野に

おける男女共同参画の視点を取り入れた取組が、防災・復興を円滑に進める基盤となることを 

踏まえることが重要です。 

そのため、男女共同参画の視点を取り入れた防災体制の確立に向け、男性中心の防災分野に女性

の参画を拡大する等、取組を進めます。 

地方防災会議の女性委員の登用率

 
（男女共同参画白書平成 30 年版、鹿屋市） 

 

具体的施策 施策の内容 

防災・復興体制への女性の

参画拡大 

地域における多様な住民の視点を反映させるため、防災、復旧

や復興に関わる政策・方針決定過程や、防災の現場への女性の

参画を推進します。 

男女共同参画の視点に 

立った地域防災の推進 

避難所運営や災害時に備えた物資の備蓄などの場面において、

地域の実情や、男女のニーズの違いに配慮する等、男女共同参画

の視点に立った取組を行い、地域防災力の向上へ努めます。 

 

主
な
事
業

◯女性消防隊活動の促進 

◯女性や多様な立場の人に配慮した物資備蓄、避難所運営マニュアルの整備 
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